









































































































































































































































































































































　⑺ Collected Papers Charles Sanders Peirce: Vol.2・227 The Belknap Press of Har vard University Press, 
Cambridge, Massachusetts: Edited by Charles Hartshore and Paul Weiss.（パース著作集 1986『記号学』内田
種臣訳　勁草書房　p2）なおソシュールの記号（signe）は言語記号だが，ソシュールもまたシニフィエとシ
ニフィアンとの恣意的な結び付きを強調した。





（ジョルジョ .アガンベン 2011『事物のしるし』岡田温司・岡本源太訳　筑摩書房　Giorgio Agamgen 2008 



























　� この点については Luhmann, Nikals 1980 Gesellscaftsstruktur und Semantik Bd1, Frankfurt:Suhrkamp（2011
『社会構造とゼマンティク（1）』徳安　彰訳　法政大学出版局）
　� 例えば街道では主要街道に設置された関所による検閲と，時に雨の為氾濫する河川によって人やモノ，情
報の流れが停止してしまう事実が存在している。こうした街道の検閲と停止は近代的な「社会」に特有の交
通や流通の等速度的な流動性だけでなく直線的時間観念をも阻害した。
　� 棚橋正博は黄表紙『金々先生栄花夢』の作品において，はめ込まれた事件やモデルなどを穿鑿することの
できる読者を「訳知り読者」と呼び，ストーリーを単純に楽しむ「表層の読者」と区別しているが（棚橋正
博 2012『山東京伝の黄表紙を読む』ぺりかん社　p305），こうした区別は江戸の狭いエリアの読者を想定し
たあらゆる黄表紙全体にも言えることである。
　� この前後に手習い塾や藩校・郷校なども急速に増え識字率も向上している点にも注意したい。
　� 日本では在村の名望家を中心に 19世紀以降の農村の荒廃からの脱却を目指し，通俗的な儒教解釈による規
範理念を基底に復興への目的合理的な行為を志向する運動が広範囲に起こっており，こうした実践運動への
志向をここでは道具的合理的に「行為する主体」と呼んでおきたい。
